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1 ン

アジェンダ

● データマイニングとは
● データマイニングの手法の分類

 クラス分類
 回帰
 クラスタリング
 パターン抽出
 その他の手法

● データマイニングの歴史と発展
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15

● データマイニングの リ の と
グラ ング と はP yth on

P yth onの ライ ラリ データ分 ス の
2 回 の

ン

データマイニング Data mining とは パターン のデータ の 法 のデータ
と 出 スの

は“Data mining”の の の と 分 knowledge-discovery in databases データ
ース の 発 の と KDDと
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データマイニング と マー ス 分
マー ス 分 とは データ の 分 の の と の の

分 手法

と ー と リ の
分 の ー と

ン

データマイニング はデータ と は と データ
マイニング

データは データマイニングの リ

データ マイニング

データマイニングのス
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ン ア

クラス分類
データ リ 手法

 イ 分類

 ー クターマ ン
回帰

データ 手法
 回帰
 ス ク回帰
クラスタリング
データの グ ー 分 手法
 K-means法

の 分 手法
 分分

ン

と

1960 イン ー の ス と デ タ データの , , の

1970
1971 1973 リ イ ー ン ン ー ンター クス リ データ

データ ー ン リ ー ー ク ス

1980
の"Data mining"の と類 "Knowledge Discovery in Databases"と 出 データ ース ス とその SQL

出 データ スの

1990
1990 の "Knowledge Discovery in Databases"の
1999 - 2010 の データ と Internet of Things(IoT)の Kevin Ashton ( の の
IoTは RFIDタグ RFID ン ー の と )

2000
インター の インター データ データの の1 と
の ー ー ング ー ス 2002 ン ータとインター の ス

データの分 出

2010

"The Economist" "big data"の デ ン ータの データ の ン ータ クラスタ
の データ分 の ス グデータ の データ イ ン ス と の

グデータ データマイニング ー ス グニ ン ー ング ス
の ー ー インター グデータの 分 の ン
デ ー ラーニングの の ー ス

出展 https://ja.wikipedia.org/wiki/データマイニング
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R

W ikip edia h ttp s: / / j a. wikip edia. org/ wiki/ R
R ー は ー ン ース リー の の グラ ング その 発

イ は. r,  . R ,  . R Data,  . rds,  . rda
R はニ ー ーラン の ークラン のR oss I h akaとR obert C lif f ord G entleman はR  
Develop ment C ore T eam[ 1 ]  ン ンスと

ン
P y t h o n  +  J u p y t e r n o t e b o o k  +  s c i k i t - l e a r n

W ikip edia h ttp s: / / j a. wikip edia. org/ wiki/ S cikit-learn
scikit-learn ( scikits. learn)  はP yth onの ー ン ース ライ ラリ [ 2 ] ー クターマ ン ラ
ン ス G radient B oosting k 法 DB S C A N 分類 回帰 クラスタリング リ

P yth onの ライ ラリのN u mP yとS ciP yと
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ン
W e k a

W ikip edia h ttp s: / / j a. wikip edia. org/ wiki/ W eka
W eka ( W aikato E nvironment f or Knowledge A nalysis)  は ニ ー ーラン の イ 発

J ava G N U  G eneral P u blic L icense ライ ンス リー
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アジェンダ

● 回の
● イ 分類 発 の分類
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ン ア

クラス分類
データ リ 手法

 イ 分類

 ー クターマ ン
回帰

データ 手法
 回帰
 ス ク回帰
クラスタリング
データの グ ー 分 手法
 K-means法

の 分 手法
 分分
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イ の 分類 の と
データ の リー の の の手法の スパ ー

ター W E B ニ ース の ライ

の イ の と
P ( Y )   は 分 と P ( X | Y )  は と

X = ー ,  Y = { ー ,  ー }
と の X は の データ Y はそ は

分 はY 分 X 分 の
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の の P ( X | Y ) の 分 の Y i 他の Y j と
と

と P ( X | Y ) の 分は の イ と

N a i v e  B a y e s

の発 リ と 分類 デ イ
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1

の の発
class_ 0 :  
class_ 1 :  
class_ 2 :  
class_ 3 :  
class_ 4 :  

ン ータは その の ン ータ データ

デ と は ク の ン
ータ

出展 https://qiita.com/Hironsan/items/2466fe0f344115aff177
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B a g  o f  W o r d s

ク の の の は の と

Step1 の Step2 のリス Step3 リス の
ク

発 の 類 と 分類 そ
と デ の

class_ 0 :  の と “
”と の と

の は のクラス
発 の分類 は と
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2 B o W

ク グラ

3

ク データ イ の デ デ の

14



の は イ デ の分類 の
C lass_ 2 の と
回の は デ の

データ デ の発 ク の
の と 手法

Step1 の Step2 のリス Step3 リス の
ク
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データ デ の の

の

イ デ 分類
の は C lass_ 2 の
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● 発 の分類
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分 は回帰 分類 手法
ン ー の の デ

データ 分 は と
とは 分 分 の - 分 の

とは 分 のグ ー のクラスの の

は は クラス

クラス0のグ ー
分
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D e c i s i o n T r e e

の発 リ と 分類 デ

1

の の発
class_ 0 :  
class_ 1 :  
class_ 2 :  
class_ 3 :  
class_ 4 :  
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ン ータは その の ン ータ データ

デ と は ク の ン
ータ

出展 https://qiita.com/Hironsan/items/2466fe0f344115aff177

B a g  o f  W o r d s

ク の の の は の と

Step1 の Step2 のリス Step3 リス の
ク
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発 の 類 と 分類 そ
と デ の

class_ 0 :  の と “
”と の と

の は のクラス
発 の分類 は と

2 B o W

ク グラ
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3

ク データ デ デ の

の は デ の分類 の
C lass_ 2 の と
回の は デ の
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データ デ の発 ク の
の と 手法

Step1 の Step2 のリス Step3 リス の
ク

4

データ デ の の

の
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デ 分類
の は C lass_ 2 の

5

デ の
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の の その他の は
と

{' ': 0, ' ': 1, ' ': 2, ' は ': 3, ' ': 4, ' ': 5, ' ': 6, '
': 7, ' ': 8, ' は': 9, ' は': 10, ' ': 11, ' ': 12, ' ': 13, 

' ': 14, ' ': 15, ' ': 16, ' ': 17, ' ': 18, ' ': 19, 'と': 20, ' ': 
21, ' ': 22, ' ': 23, ' ': 24, ' ': 25, 'の': 26, 'は': 27, ' ': 28, ' ': 29, '

': 30, ' ': 31, ' リ': 32, ' ーマン': 33, 'ー': 34, ' ': 35, ' ': 36, ' ': 37, 
' ': 38, ' ': 39, ' ': 40, ' ': 41, ' ': 42, ' ': 43, ' ': 44, '
の': 45, ' ': 46, ' ': 47}

の 分 と
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● ー クターマ ン 発 の分類
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データ リ 手法

 イ 分類
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回帰

データ 手法
 回帰
 ス ク回帰
クラスタリング
データの グ ー 分 手法
 K-means法

の 分 手法
 分分
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ン

ー クターマ ン S V M はパターン の 法 の と

マー ン と イデ パターン と
S V M は の 2 のグ ー の の マー ン 出 その
の と の データの の

出展 http://www.sist.ac.jp/~kanakubo/research/neuro/supportvectormachine.html

ー リ クと 法 分 S V M
ー リ クとは のデータ データ と そ と
データ と

出展 http://enakai00.hatenablog.com/entry/2017/10/13/145337

ー
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S u p p o r t  V e c t o r  M a c h i n e S V M

の発 リ と 分類 デ S V M

1

の の発
class_ 0 :  
class_ 1 :  
class_ 2 :  
class_ 3 :  
class_ 4 :  
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ン ータは その の ン ータ データ

デ と は ク の ン
ータ

出展 https://qiita.com/Hironsan/items/2466fe0f344115aff177

B a g  o f  W o r d s

ク の の の は の と

Step1 の Step2 のリス Step3 リス の
ク
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発 の 類 と 分類 そ
と デ の

class_ 0 :  の と “
”と の と

の は のクラス
発 の分類 は と

2 B o W

ク グラ
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3 S V M

ク データ S V M デ デ の

S V M

の はS V M デ の分類 の
C lass_ 2 の と
回の は デ の

35



データ デ の発 ク の
の と 手法

Step1 の Step2 のリス Step3 リス の
ク

4

データ デ の の

の

36



S V M

S V M デ 分類
の は C lass_ 2 の

T F - I D F

ク 手法 の出 T F T erm 
F req u ency と I DF I nverse Docu ment F req u ency と 2 の
T F T erm F req u ency は その の 出 の 出 は
その の の と
I DF I nverse Docu ment F req u ency は 出 出

の は その の の と

37



5 T F - I D F

ク T F -I DF ク
T F -I DF ク の ス の の N グラ

T F - I D F

T F -I DF ク の ス の の N
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6 T F - I D F

T F -I DF ク S V M デ デ の

S V M

T F -I DF 分類 デ の分類 と

39
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40
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回帰は と yと x の の デ X0=1と
w0は

の 回帰 の 回帰と

ス ン の 回帰 デ

43
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ス ン の データの

2

M E DV の と他の の
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M E DV の とR M 1 の は の と
M E DV の とL S T A T の は の と

3

の の 回帰 デ

45



M E DV :  と の L S T A T :  の の
と

L S T A T 7 2 8 の は は その は と

M E DV :  と の 分
0 デ と 回はL S T A T 7 2 8 の データ の

デ と と
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デ の の 回帰 デ の と
の と
 データ
 の

の デ データ ス データ と

4

の 回帰 デ

47



と と
デ の の のは1 の 法 の
発 と

デ の出 の の の 発 と

と デ の
デ の との と デ の デ は その

の の と は

48



mu lticollinearity と 発
とは デ の と デ の の

と

出展： https://xica.net/vno4ul5p/

の回 と は の デ と

出展： https://xica.net/vno4ul5p/
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回帰 デ の 1 I N DU S とN O X の の

2 の

1 回帰 デ の

MEDV INDUSとNOXは
の

INDUSとNOXは の

回 と 手法
 L 1 の の 0 手法 と スパース

 L 2 の の 出
手法

50



5 L 1

デ L 1

6 L 2

デ L 2
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L 1 と I N DU S C H A S N O X の 0 と と
L 2 と の の I N DU S とN O X の は

と
回の は と と の

デ の と と の

L1

L2
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ス ク とは グ イ ス ク の分類 リ
の発 の の とそ の デ

ジ

sklearnのデータ の breast-cancerと データ デ
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1

データの

2

benign と他の の
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benign とmean p erimeter の の mean concave p oints は
の と

3 ジ

の ス ク回帰 デ
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ー クター回帰 S V R とは ー クターマ ン S V M 回帰の と
ー リ ク と 回帰

ン

ー クターマ ン S V M はパターン の 法 の と

マー ン と イデ パターン と
S V M は の 2 のグ ー の の マー ン 出 その
の と の データの の

出展 http://www.sist.ac.jp/~kanakubo/research/neuro/supportvectormachine.html
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ー リ クと 法 分 S V M
ー リ クとは のデータ データ と そ と
データ と

出展 http://enakai00.hatenablog.com/entry/2017/10/13/145337
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ス ン の ー クター回帰 デ
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ス ン の データの

2

M E DV の と他の の
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M E DV の とR M 1 の は の と
M E DV の とL S T A T の は の と

3

の の ー クター回帰 デ
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M E DV :  と の L S T A T :  の の
と

L S T A T 7 2 8 の は は その は と

M E DV :  と の 分
0 デ と 回はL S T A T 7 2 8 の データ の

デ と と
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デ の の 回帰 デ の と の
と

 データ
 の

の デ データ ス データ と

4

の ー クター回帰 デ
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ン ー デ

の と ー リ クの 回帰 デ の と

ー リ ク

ー リ ク

ー リ ク

69



8 ン

アジェンダ

● 1 回 の
● クラスタリング 発 の分類

70



1

ン

データマイニング Data mining とは パターン のデータ の 法 のデータ
と 出 スの

は“Data mining”の の の と 分 knowledge-discovery in databases データ
ース の 発 の と KDDと

71



ン ア

クラス分類
データ リ 手法

 イ 分類

 ー クターマ ン
回帰

データ 手法
 回帰
 ス ク回帰
クラスタリング
データの グ ー 分 手法
 K-means法

の 分 手法
 分分

ン

72



ン

データ グ ー クラスター 法 の
グ ー は の デン グラ

出展 https://www.albert2005.co.jp/knowledge/data_mining/cluster/hierarchical_clustering

ン

の発 リ と 分類 デ K 法 W ard法 ー 法
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K

K 法は クラスタリング手法の1
データ ク ス データ のK の データ
ス データ クラス

K= 3 ス データ はC lass B と K= 6 と ス データはC lass A と

出展 https://qiita.com/yshi12/items/26771139672d40a0be32

W a r d

クラスター と の のクラスター クラスターの とクラスター の の の
の と クラスター 法の と

出展 https://www.albert2005.co.jp/knowledge/data_mining/cluster/hierarchical_clustering
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class_ 0 :  
class_ 1 :  
class_ 2 :  
class_ 3 :  
class_ 4 :  

ン ータは その の ン ータ データ

デ と は ク の ン
ータ

出展 https://qiita.com/Hironsan/items/2466fe0f344115aff177
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ク
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発 の分類 は と

76



2 K

ク K 法 クラスタリング

3 W a r d

ク W ard法 クラスタリング
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T F - I D F

ク 手法 の出 T F T erm 
F req u ency と I DF I nverse Docu ment F req u ency と 2 の
T F T erm F req u ency は その の 出 の 出 は
その の の と
I DF I nverse Docu ment F req u ency は 出 出

の は その の の と

4 T F - I D F

ク T F -I DF ク
T F -I DF ク の ス の の N グラ
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ン
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のクラスター 分 分 の 他 分 ン 分 法

出展 https://www.albert2005.co.jp/knowledge/data_mining/cluster/non-hierarchical_clustering

ン

の発 K-means法 分類
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K - m e a n s

K-M eans法は のス データ クラスタリング
1 . ラン クラスタ
2 . クラスタの
3 . のクラスタ のクラスタ
4 . は 2 .  

出展
https://www.albert2005.co.jp/knowledge/data_mining/clust

er/non-hierarchical_clustering

1

ク グラ
の の発 ク

class_ 0 :  
class_ 1 :  
class_ 2 :  
class_ 3 :  
class_ 4 :  
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ン ータは その の ン ータ データ

デ と は ク の ン
ータ

出展 https://qiita.com/Hironsan/items/2466fe0f344115aff177

B a g  o f  W o r d s

ク の の の は の と

Step1 の Step2 のリス Step3 リス の
ク
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発 の 類 と 分類 そ
と デ の

class_ 0 :  の と “
”と の と

の は のクラス
発 の分類 は と

2 K - m e a n s

ク K-means法 クラスタリング
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その の の と
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3 T F - I D F

ク T F -I DF ク
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のデータと データ 出 の と と ク ー の
ス の 分
は デ 手法 データ の 手法
の スは のス

1 . データのパターン抽出
2 . の と
3 . ス データ と

ン

リング は の は
は
リング はデータ 分

はデータ 分 1 の イ 分
と

イ 分 は
発 データ

と

出展
https://qiita.com/Zepprix/items/f6a5de2e3f6689bd2c1f
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ン

データ の 分 発 と 分 データの 分
の は
分 のパラ ータは と 分 のパラ ータ データの データ は
と

1 ン

リング リ
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L O F

の の L O F L ocal O u tlier 
F actor 法

A と と A の は
B ,  C ,  D の は の と

の と データ その
と

出展
https://qiita.com/Zepprix/items/f6a5de2e3f6689bd2c1f

2 L O F

法 L O F 法 リ
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クラス分類
データ リ 手法
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 ー クターマ ン
回帰

データ 手法
 回帰
 ス ク回帰
クラスタリング
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ー ン分 A ssociation A nalytics とは マー ング データ分 手法
の 歴 パターン 歴 分 と A と B の 抽出

ー ン分 は の の A と は B
と の ー 出 と と

ー ン分 は

C o n f i d e n c e

ンデー ン と C onf idence
マ の の と と マ は3

の 2 は は6 6 . 7

出展
https://www.albert2005.co.jp/knowledge/marketing/customer_product_analys
is/abc_association
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S u p p o r t

S u p p ort は そ そ マ と の の と
1 マ と と C onf idence は1 0 0 と C ondif ence
と マ は

マ と マ のは ン とは

出展
https://www.albert2005.co.jp/knowledge/marketing/customer_product_analys
is/abc_association

L i f t

C onf idence は ンデー ン は
と

出展
https://www.albert2005.co.jp/knowledge/marketing/customer_product_analys
is/abc_association
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1 P O S

P O S データ の分

2

( lh s) ( rh s) su p p ort conf idence
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( lh s) ( rh s) su p p ort conf idence リ ( lif t)
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 K-means法

の 分 手法
 分分
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分 分 と 分分 と
1 分 2 分 と

分分 と 分 のデータ と

出展 https://logics-of-blue.com/principal-components-analysis/

1

2 の ーデータ 分分

105



2

イリスデータ 分分

イリスデータの 分の は4 分分 2 の
データ 分類 は と

と データの と
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ー の と の グラ の グラ と
の 回 の S N S のイン ン ーの分

出展 https://www.slideshare.net/KMC_JP/graph-and-tree

ーク の ー と の
 他の ー と と
 その ー と
 ー ランク ー のリンク ー の リ P ageR ankは 1 9 9 8 G oogle

のラリー イ と イ リン 発
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1

N etworkX グラ / ーク の ライ ラリ 手クラ の ーク

2

グラ の の の
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ー の

4 ジ ン

ー ランク G oogle ー の と の
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ー 0 と ー 1 / 4 / 1 0 は 1 の T ier1
ー 4 の ー 6 は ー 0 は2 の
T ier2

T ier1 の ー の その T ier2 の ー
の ー 0 はT ier2 の ー

の は と と

グラ と リ ー データ ースの 2 のデータ
は
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クラス分類
データ リ 手法

 イ 分類

 ー クターマ ン
回帰

データ 手法
 回帰
 ス ク回帰
クラスタリング
データの グ ー 分 手法
 K-means法

の 分 手法
 分分

W o r d C l o u d
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ン

ス マイニングは と データマイニングの と
データ そ の出 の 出 の 出

と 出 と と

ン

ス マニングは の 分
T witter S N S の 分
ン ー の分

の
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W o r d C l o u d

W ordC lou dとは 出 その 手法の と
の の の と

他の との 分 その他の 分 と

出展 https://www.pc-koubou.jp/magazine/2646

1

データ
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2 W o r d C l o u d

の の 抽出 ス ース

3 W o r d C l o u d

W ordC lou d
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ニンニク の の データ 分

ング ニンニク と の ー ー と

抽出 の / / と と
の
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● データマイニングとは
● データマイニングの手法の分類

 クラス分類
 回帰
 クラスタリング
 パターン抽出
 その他の手法

● データマイニングの歴史と発展
● の
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● データマイニングの リ の と
グラ ング と はP yth on

P yth onの ライ ラリ データ分 ス の
2 回 の
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データマイニング と マー ス 分
マー ス 分 とは データ の 分 の の と の の

分 手法

と ー と リ の
分 の ー と

ン

データマイニング はデータ と は と データ
マイニング

データは データマイニングの リ

データ マイニング

データマイニングのス
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ン ア

クラス分類
データ リ 手法

 イ 分類

 ー クターマ ン
回帰

データ 手法
 回帰
 ス ク回帰
クラスタリング
データの グ ー 分 手法
 K-means法

の 分 手法
 分分

ン

と

1960 イン ー の ス と デ タ データの , , の

1970
1971 1973 リ イ ー ン ン ー ンター クス リ データ

データ ー ン リ ー ー ク ス

1980
の"Data mining"の と類 "Knowledge Discovery in Databases"と 出 データ ース ス とその SQL

出 データ スの

1990
1990 の "Knowledge Discovery in Databases"の
1999 - 2010 の データ と Internet of Things(IoT)の Kevin Ashton ( の の
IoTは RFIDタグ RFID ン ー の と )

2000
インター の インター データ データの の1 と
の ー ー ング ー ス 2002 ン ータとインター の ス

データの分 出

2010

"The Economist" "big data"の デ ン ータの データ の ン ータ クラスタ
の データ分 の ス グデータ の データ イ ン ス と の

グデータ データマイニング ー ス グニ ン ー ング ス
の ー ー インター グデータの 分 の ン
デ ー ラーニングの の ー ス

出展 https://ja.wikipedia.org/wiki/データマイニング

124



ン
R

W ikip edia h ttp s: / / j a. wikip edia. org/ wiki/ R
R ー は ー ン ース リー の の グラ ング その 発

イ は. r,  . R ,  . R Data,  . rds,  . rda
R はニ ー ーラン の ークラン のR oss I h akaとR obert C lif f ord G entleman はR  
Develop ment C ore T eam[ 1 ]  ン ンスと

ン
P y t h o n  +  J u p y t e r n o t e b o o k  +  s c i k i t - l e a r n

W ikip edia h ttp s: / / j a. wikip edia. org/ wiki/ S cikit-learn
scikit-learn ( scikits. learn)  はP yth onの ー ン ース ライ ラリ [ 2 ] ー クターマ ン ラ
ン ス G radient B oosting k 法 DB S C A N 分類 回帰 クラスタリング リ

P yth onの ライ ラリのN u mP yとS ciP yと
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ン
W e k a

W ikip edia h ttp s: / / j a. wikip edia. org/ wiki/ W eka
W eka ( W aikato E nvironment f or Knowledge A nalysis)  は ニ ー ーラン の イ 発

J ava G N U  G eneral P u blic L icense ライ ンス リー

2

ク データ イ の デ デ の
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ク データ デ デ の
デ の

4 ン

ク データ S V M デ デ の
T F -I DF ク S V M デ デ の
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の の 回帰 デ
の 回帰 デ

デ L 1
デ L 2

6 ジ

の ス ク回帰 デ
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7

の ー クター回帰 デ
ン ー デ

8 ン

ク グラ
ク K 法 クラスタリング
ク W ard法 クラスタリング
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ク グラ
ク K-means法 クラスタリング

10

リング リ
法 L O F 法 リ
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11 ア ン

P O S データ の分
( lh s) ( rh s) su p p ort conf idence
( lh s) ( rh s) su p p ort conf idence リ ( lif t)

12

2 の ーデータ 分分
イリスデータ 分分
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N etworkX グラ / ーク の ライ ラリ 手クラ の ーク

グラ の の の
ー の

ー ランク G oogle ー の と の

14 ン

データ
の の 抽出 ス ース

W ordC lou d

132



 
 

2019 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

Society5.0 実現のための IT 技術者養成モデルカリキュラム開発と実証事業 

 

■実施委員会  

◎ 船山 世界 日本電子専門学校 校長 

 大川 晃一 日本電子専門学校 エンジニア教育部長 

／ケータイ・アプリケーション科科長  

 種田 裕一 東北電子専門学校 第２教務部長 学生サポート室長 

 勝田 雅人 トライデントコンピュータ専門学校 校長 

 安田 圭織 学校法人上田学園 上田安子服飾専門学校 

 平田 眞一  学校法人第一平田学園 理事長 

 平井 利明 静岡福祉大学 特任教授 

 木田 徳彦 株式会社インフォテックサーブ 代表取締役 

 渡辺 登 合同会社ワタナベ技研 代表社員 

 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 取締役 

 冨田 慎一郎 株式会社ウチダ人材開発センタ 常務取締役 

 

■調査委員会 

◎ 大川 晃一 日本電子専門学校 エンジニア教育部長 

／ケータイ・アプリケーション科科長 

 菊嶋 正和 株式会社サンライズ・クリエイティブ 代表取締役 

 柴原 健次 合同会社ヘルシーブレイン 代表 CEO 

 上田 あゆ美 株式会社ウチダ人材開発センタ 

   

■人材育成委員会 

◎ 大川 晃一 日本電子専門学校 エンジニア教育部長 

／ケータイ・アプリケーション科科長 

 福田 竜郎 日本電子専門学校 AI システム科 

 阿保 隆徳 東北電子専門学校 学科主任 

 小澤 慎太郎 中央情報大学校 高度情報システム学科 

 神谷 裕之 名古屋工学院専門学校 メディア学部 情報学科 

 北原 聡 麻生情報ビジネス専門学校 校長代行 

 原田 賢一 有限会社ワイズマン 代表取締役 

 柴原 健次 合同会社ヘルシーブレイン 代表 CEO 

 菊嶋 正和 株式会社サンライズ・クリエイティブ 代表取締役 

 

 

 
 

2019 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

Society5.0 実現のための IT 技術者養成モデルカリキュラム開発と実証事業 

 

データマイニング教材 

 

 

令和 2年 2月 
 

学校法人電子学園（日本電子専門学校） 
〒169-8522 東京都新宿区百人町 1-25-4 
TEL 03-3369-9333  FAX 03-3363-7685 

 
    ●本書の内容を無断で転記､掲載することは禁じます。 




